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“ハーブを楽しむ会"

最
近
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌

で

ハ

ブ

に
つ
い
て
の
情
報
を
よ
く
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
洲
市
内

に
も
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

「ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
会
」
が
そ
れ

で
す
。
現
在
久
米
地
区
の
人
を
中
心

に
十
二
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

ひ
と
こ
と
で
ハ
ー
ブ
と
言
っ
て
も

!、，，
J

v

d

ヘ
n

J
4
r
&町

奥
が
深
<
、

料
理
や
染
め
物
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
や
せ
っ
け
ん
、
さ
ら
に
は

健
康
に
と
そ
の
世
界
は
広
が
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
様
々
な
分
野

か
ら
ハ
ー
ブ
に
興
味
を
も
っ
て
研
究

を
始
め
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
「
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
会
」
の

代
表
者
で
あ
り
、
指
導
者
で
も
あ
る

酒
井
昭
子
さ
ん
は
、
二
年
前
に
通
信

教
育
で
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
資
格
を
取
っ
た
そ
う
で
す
が
、

一

度
ハ
ー
ブ
の
楽
し
み
を
覚
え
る
と
、

『
次
々
と
新
し
い
分
野
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
く
な
り
ま
す
よ
。
』
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

香
り
、
味
わ
い
、
彩
ど
り
が
楽
し

め
る
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
も

研
究
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
会
」
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
酒
井
昭
子

さ
ん
ま
で
。
(
密
⑪
4
4
2
1
)

今月の閉庁土曜日は

市民のうとき

平成5年8月31日現在

39，376人 (+29)

18，729人 (+17)

20，647人 (+12)

13，415世帯 (+18) 

240.99平方キロメートル

10月9日と23日

人口

男

女

世帯数

面積

市民の皆様のこ・理解とこ・協力をお願いします。

今月の納税は

市県民税第3期
国民健康保険税第3期
納期は11月1日です

0ご存じですか?福祉に関する

手当制度………......p2 - 3 
0臨時市議会が聞かれま した

..p 2 

0おたくのはかりは正確ですか
.....p 4 

0ペッ トは正しく飼いましょう
・..p4 

0統計調査にご協力 ください
.........p 5 

0市立大洲病院移転改築工事が
はじまりました・...........p7 

0おはなはんに突撃インタビュ
一..............................p7 

今月号のみどころ
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度請。当司三一耳ー3 cr 
国
で
は
、
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た

っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
当
制
度
を
制
定
し
、
県

・
市
町
村
を
通
じ
て
適
切
な
運
営
を
行

こ
の
う
ち
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
制
度
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
ご
と
に
、
目
的
性
や
支
給
対
象
、

支
給
方
法
な
ど
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
説
明
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
「
現
在
の
状
況
が
い
ず
れ
か
の
制
度
の
対
象
と

く
だ
さ
い
。

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
人
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
で
ご
相
談

E
@
2
1
1
1
(内
線
2
7
2
・
2
7
3
)

各

制

度

の

概

要

【
特
別
障
害
者
手
当
】

川
受
給
資
格

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別

な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
入
、
医
療
機
関
に
=一
ヵ
月

を
越
え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
除

か
れ
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

二
万
四
千
六
百
三
十
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
}

川
受
給
資
格

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満

の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

一
万
三
千
三
百
九
十
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

川
受
給
資
格

①
受
給
者
要
件

的
障
害
児
を
父
又
は
母
が
監
護

す
る
場
合

ω父
母
が
な
い
か
、
又
は
父
母

の
い
ず
れ
も
が
障
害
児
を
監

護
し
な
い
た
め
、
父
母
以
外

の
者
が
障
害
児
を
養
育
す
る

場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

{
八
月
四
日
提
出
議
案
}

V
市
立
平
野
小
学
校
屋
内
運
動
場
新

増
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

N

V

専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び

に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

2 

臨
時
市
議
会
が
聞
か
れ
ま
し
た

八
月
四
日
・
十
九
日

八
月
四
日
と
十
九
日
、

二
回
に
わ

た
っ
て
大
洲
市
議
会
臨
時
会
が
開
か

れ
、
次
の
四
議
案
が
審
議
の
上
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

八
幡
浜
・
大
洲
地
区

広
域
市
町
村
圏
組
合
に

地
方
拠
点
対
策
室
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
(
十
六
市
町
村
)
で
は
、
共

同
で
処
理
す
る
事
務
の
中
に
、
八
幡

浜
・
大
洲
地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本

計
画
に
基
づ
く
広
域
的
事
業
、
及
び

関
係
市
町
村
な
ど
が
実
施
す
る
事
業

の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務
を
追
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

組
合
の
地
方
拠
点
都
市
対
策
室
を
設

置
し
、
事
務
所
を
大
洲
市
役
所
内
に

置
き
、
専
任
の
職
員
を
配
置
し
て
、

積
極
的
に
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

{
八
月
十
九
日
提
出
議
案
}

V
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い

て
V
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

人

事

異

動

大
洲
市
で
は
、
九
月

一
日
付
で
次

の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
o

v
総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

上
村
孝
庚
(
総
務
財
政
課
長
補
佐
)

V
総
務
部
付
係
長
八
幡
浜
・
大
洲
地

区
広
域
市
町
村
組
合
派
遣
亀
井
要

和

(総
務
財
政
課
管
財
係
長
)

(
)
は
旧
任



「ご存じですtt? (((((一

関祉福
介
挙
乞
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
未
満
の
児
童
。

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

凶
手
当
額
(
月
額
)

対
象
児
童

一
人
に
つ
い
て

一
級
一
四
万
七
千
百
六
十
円

二
級

一
三
万
千
四
百
四
十
円

【
児
童
扶
養
手
当
}

川
受
給
資
格

川
受
給

①
受
給
者
要
件

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、

又
は
、
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以

外
の
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
受
給
者

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

十
八
歳
未
満
の
児
童
又
は
、

二
十
歳
未
満
で

一
定
以
上
の
障

害
を
有
す
る
児
童
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
。

ω父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

立
皇

制
父
が
死
亡
し
た
児
童

り
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
同
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

制
父
が
引
続
き
一
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

付
父
が
引
続
き
一
年
以
上
拘
禁

0
9
月
幻

-
n日
一
藤
樹
祭

(大
洲

高
校
)

o
m月
初
日
一
記
念
式
典

(城
山
藤

樹
像
前
)

o
u月
1
日
一

藤
樹
講
演
会
、
小
学

一J
-
-
3・

22・2
〈
〈
・;

生
発
表
大
会
(
肱
北
公
民
館
)

o
u
月
7
日
一
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
(
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
)

o
m月
口
日

1
日
月
9
日
一
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
教
科
書
展

(図
書
日

館
)

O
叩
月
1
日
i
ロ
月
刊
日
一
大
洲
の

歴
史
展
(
博
物
館
)

川
所
得
制
限

γ21c
f
i
l
i
--J2jJ-〈
i
i
i
-
i
i
f
r

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の

人
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

凶

現

況

居

一

手
当
受
給
者
は
、
毎
年
八
月
に
、

山

前
年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現

況
屈
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
o

v

矧
申
請
手
続

そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
、
診
断
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
こ
こ
に
提
示
し
た
手
当
額
は
、
平

成
五
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
で
す
。
内

さ
れ
て
い
る
児
童

例
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

例
的
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
児
童

凶
手
当
額

(月
額
)

児
童

一
人
の
場
合
三
万
八
千
八

百
六
十
円
、
児
童
二
人
の
場
合
四

万
三
千
八
百
六
十
円
、
以
下

一
人

増
す
ご
と
に
二
千
円
ず
つ
加
算
。

〈各
手
当
に
共
通
す
る
事
項
〉

温
順
樹
ま
。
。
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

今
年
も
、
恒
例
の
藤
樹
ま
つ
り
が

開
幕
し
ま
し
た
。
主
な
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
。

特ぎ

お
ま

つ
り
村
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

大
洲
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
、
内お

ま
つ
り
村
H

が
、
十

一
月
三
目
、
華

や
か
に
十

一
年
目
の
開
村
を
迎
え
ま

す
。
今
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
特

に
子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
お
ま
つ
り
の
広
場
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
お
ま
つ
り
村
へ
の
出
庖
を

希
望
さ
れ
る
人
、
又
は
グ
ル

ー
プ
は、

お
早
め
に
左
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

{応
募
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
}

他
大
洲
青
年
会
議
所

宮
⑫
7
1
0
7

3 



お
宅
の
は
か
り
は
正
確
で
す
か

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
検
査
に
は
手
数
料
が

必
要
で
す
の
で
、
当
日
用
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

種

類

料

V
棒
は
か
り
二
百
円

1
三
百
六
十
円
程
度

V
皿

は

か

り

四

百

五

十

円

程

度

V
指
示
は
か
り

三
百
六
十
円

1
千
百
円
程
度

V
台
は
か
り
四
百
円

1
千
百
五
十
円
程
度

V
光

電

式

は

か

り

千

百

円

程

度

(
光
電
式
は
か
り
は
訪
問
検
査
を
し

ま
す
。
)

※

一
般
家
庭
の
台
所
用
は
か
り
な
ど

は
無
料
で
検
査
し
ま
す
。
病
院
な
ど

で
使
用
す
る
体
温
計
や
血
圧
計
は
、

秋の昧覚

おりもさゼうを

一
部
無
料
で
、
十
月
十
九
日
保
健
セ

ン
タ
ー
で
検
査
し
ま
す
。

詳
し
く
は
商
工
観
光
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
2
6
)

月 日 土場 所 時 間

10月12日伏) 南久米連絡所 ll: 00-12 :00 

づ' 平野連絡所 l3:30-14:30 

13日(水) 上須戒連絡所 10: 00-11: 00 

// 八多喜連絡所 13: 00-14:00 

ぞシ コ 善連絡所 15: 00-15: 30 

14日(木) 菅団連絡所 10: OO-ll: 30 

/， 柳 沢連絡所 l3:30-14:00 

15日幽 大洲市基幹集落センター 10:30-11:00 

ぞシ 大 川 連絡所 l3:00-13:30 

18日(月) 新谷連絡所 11 :00-15: 00 

19日(火) 大洲市保健センター 10:00-15: 00 

20日(刑 社会教育センター 9:00-12:00 

// 大洲市民会館 13:30-15:00 

21日(木) 大洲市民会館 9:30-14:00 

計量器の定期検査日程

上須戒の観光イモ園が9月18日からオ

ープンしています。

豊かな土壌に育くまれた甘味満点のお

イモたちが、堀り出してもらえる日を今

か今かと心待ちにしています。

[開園田1
10月中旬までの土曜 ・日曜・祝祭日

※ただし、団体で予約する場合には平

日も可。

{開園時間]午前10時から午後 5時まで

[場所]上須戒 ・松久保団地

[料金11区画当り 1，100円
※堀り当てたイモは、全部お持ち帰り

いただけます。

【予約・お問い合わせ先]

OJA大洲上須戒支所 E⑫0021 

0松久保野菜組合代表 ・村越忠雄

宮⑫1181
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近
年
、
大
洲
市
内
で
も
、
捨
て
犬

が
原
因
と
思
わ
れ
る
野
犬
の
増
加
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
と

し
て
の
自
覚
と
愛
情
を
も
っ
て
、
責

任
あ
る
飼
い
方
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
わ
れ
る
と
き
に
は
、
特
に
次

の
点
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ヲ

袋宏

よL 
ト同
iELぐ飼わま
ベ.ッ

一
、
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う

-
岐
傷
事
故
の
多
く
は
、
飼
い
犬

に
よ
る
も
の
で
、
無
責
任
な
放
し

飼
い
が
原
因
で
す
。
運
動
さ
せ
る

と
き
も
、
犬
を
解
き
放
し
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

4 

二
、
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ-つ
0

・
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を

増
や
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
飼
う

以
上
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
愛

情
と
責
任
を
持
ち
、
死
ぬ
ま
で
飼

い
続
け
ま
し
ょ
う
。

-
や
む
を
え
ず
飼
い
続
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
時
に
は
、
市

役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
引
き
取
り
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

三
、
犬
の
習
性
な
ど
を
よ

く
理
解
し
、
適
切
な
飼

育
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
0

・
犬
小
屋
と
そ
の
周
辺

は
、
い
つ
も
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

-
フ
ン
な
ど
の
汚
物
で

道
路
や
公
固
な
ど
を
汚

さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
弓
ノ
。

※
犬
の
登
録
や
予
防
注
射

(
生
後
回
目
以
上
の
犬
)

を
怠

っ
た
場
合
は
、
「
狂

犬
病
予
防
法
違
反
」
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
飼

い
犬
の
放
し
飼
い
や
捨

て
犬
は
、
「
愛
媛
県
犬
の
危
害
防
止

条
例
違
反
」
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
保
険
環
境
課
ま
で
。

宮

(ω
2
1
1
1
(内
線
2
6
4
)



開
発
行
為
に
は

許

可

が

必

要

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
都
市
計

画
法
に
よ

っ
て
、
事
前
に
知
事

(そ

の
土
地
が
松
山
市
、
今
治
市
、
新
居

浜
市
に
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
長
)
の
許
可
が
必
要
で
す
。

O
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
で
行
な
う
土
地
の

区
画
形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地

造
成
を
行
な
う
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、

許
可
の
必
要
な
も
の
は
、
次
の
も
の

で
す
0・

市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方

日
以
上
の
開
発
行
為

(大
洲
市
は

該
当
な
し
)

ご
存
じ
で
す
介

土
地
取
引
の

届

出

制

度

次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
な
う

場
合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
次
の
事
例
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
必
ず
契
約
の
六
週
間
前

ま
で
に
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

-
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農

業
・
林
業
・
漁
業
者
の
住
宅
及
び

こ
れ
ら
の
業
の
た
め
の
建
築
物
な

ど
以
外
で
、
一
定
用
途
の
目
的
に

供
す
る
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該

当
な
し
)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

で
は
、
三
千
平
方
日
以
上
の
開
発

行
為

O
都
市
計
画
区
域
内
で
行
な
う
建
築

物
や
工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為

を
す
る
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
そ
の
土
地
が
所

在
す
る
地
方
局
建
設
部
、
土
木
事
務

所
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を

問
わ
ず
、

二
千
平
方
灯
を
超
え
る
開

発
行
為
(
東
大
洲
の
一
部
は

O
平
方

M
以
上
)
は
、
そ
の
面
積
に
応
じ
、

県
又
は
大
洲
市
へ
'
の
事
前
協
議
が
必

{届
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

④
市
街
化
区
域

二
千
平
方
日
以
上
の
土
地

⑥
④
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
れ
以
上
の
土
地

①
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
日
以
上
の
土
地

O
事
前
確
認
制
度

分
譲
宅
地
や
建
売
住
宅
、
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
に

は
、
分
譲
業
者
が
そ
の
分
譲
予
定
価

格
に
つ
い
て
高
す
ぎ
な
い
と
の
知
事

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

で。
八
幡
浜
地
方
局
建
設
部

宮
⑫
5
1
2
1

大
洲
市
企
画
調
整
課

宮
⑫
2
1
1
1
内
3
4
1

(
市
長
)
の
確
認
を
あ
ら
か
じ
め
受
叩

け
て
い
る
場
合
、
定
め
ら
れ
た
有
効

向

期
間
内
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
取
引
ご
時

と
に
改
め
て
届
け
出
る
必
要
は
あ
り
日

ま
せ
ん
。

山

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
宅
地
分
ザ

譲
な
ど
の
広
告
に
は
、
「
国
土
利
用
吋

計
画
法
に
基
づ
く
事
前
確
認
済
」
な
時

ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

品

※
な
お
、
詳
し
く
は
企
画
調
査
課
宮
町

(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
4
1
)ま
で
。
問

「イ主宅統計調査」

10月 1目、 全国一斉にと住宅の国勢調査とと

もいわれる住宅統計調査が行われます。この調

査は、 “豊かな住生活"実現のための基礎とな

るものです。調査員が9月下旬から調査票を持

つで調査をお願いするお宅に伺っています。ご

協力をお願いします。

統
計
調
査
に

ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
/

11月1日l'土地基本調査世帯調査」

や

11月 1日、全国の縮図となるように総務庁が選

定した地域で土地基本調査世帯調査が行われます。

この調査結果は、わが国の宅地開発計画等の基礎

資料として利用されます。調査員が10月下旬に調

査票を持って調査をお願いするお宅に伺います。

ご協力をお願いします。

へ(内線342)宮⑫2111お問い合わせは大洲市役所企画調整課
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ろの者な生海
では、どし道去
す記行に、南る
。憶方よ大西七
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。)宅能、家し 土

津波に備えよう

t控
地震、国

民
年
金
制
度

推
進
月
間
で
す

十
月
及
び
十

一
月
は
、
「
国
民
年

金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
諸
外
国
に

も
例
を
見
な
い
勢
い
で
、
人
口
の
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
安

心
し
て
第
二
の
人
生
を
過
ご
す
た
め

ま
た
、
充
実
し
た
老
後
の
生
活
を
お

く
る
た
め
、
所
得
保
障
と
し
て
の
公

大洲市勤労者

住宅建設資金の
国民金融公庫では、高校、短大、大学等への入

学費用や、在学中の授業料などの費用を融資する

「国の教育ローン」の申込を受付しています。

内案ヲ
」

ご融資額
学生・生徒お一人Lっき
l50万円以内

利 支ー十ーミ
年 5.4% 

(平成 5年 8月10日現在)

ご返済期間
高校、短大、専修学校、各種学

枝、大学、高専など 8年以内

措置期間
在学期間以内て*冗金据置可能。

ただし 、最長4年。

{呆 ~ 
(財)教育資金融資保証基金

または保証人(1名以上)

6 

国民金融公庫松山支庖

宮 0899⑪ 6148

担当 教育ローン係

お問い合せ先



市立大洲病院

移転改築工事が

市
立
大
洲
病
院
は
昭
和
三
十
九
年

四
月
に
現
在
の
位
置
に
新
築
移
転
し
、

市
内
唯

一
の
公
立
病
院
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
、
建
物
の
老
朽
化
が
目
だ

ち
は
じ
め
、
さ
ら
に
手
狭
な
た
め
最

新
の
医
療
機
器
の
導
入
に
も
困
難
と

な
る
ケ

l
ス
が
出
は
じ
め
た
た
め
、

西
大
洲
伊
予
鉄
南
予
パ
ス
横
に
移
転

改
築
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
月
十
一
日
に
現
地
で
行
わ
れ
た

起
工
式
に
は
、
桝
田
市
長
を
は
じ
め
、

関
係
者
約
九
十
五
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
来
年
十
二
月
の
完
成
を
め
ざ
し

工
事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
病
院

の
オ
ー
プ
ン
は
平
成

七
年
四
月
で
す
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

四
階
建
、
延
床
面
積

約
一
万
八
百
平
方
メ

ー
ト
ル
と
な
る
新
病

院
は
、
現
在
の
約
二

倍
の
広
さ
と
な
り
ま

はじまりました

す。診
療
科
は
、
内
科
、
外
科
、
整
形

外
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、

産
婦
人
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
小
児
科
、

理
学
診
療
科
の
十
科
と
な
り
ま
す
。

病
室
は
、
今
ま
で
八
室
し
か
な

か
っ
た
個
室
が
五
十
四
室
と
増
加
。

四
人
部
屋
も
三
十
二
室
と
な
り
ま
す
。

病
床
数
は
百
八
十
床
(
う
ち
結
核
二

十
六
床
)
。
一
床
当
た
り
の
面
積
は

約
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
現
在
に
比

べ
て
倍
増
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
市
立
大
洲

病
院
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
に
こ
た
え
る
べ
く

人
間
味
と
潤
い
の
あ
る
機

能
性
を
持
っ
た
施
設
構
成

と
し
、
地
域
に
聞
か
れ
た

総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す
。

『
東

ω
陪
怠
恨
ん
』

/

/

突
撃
イ
ン
Q
ビ
ュ
!
〆

今
年
四
月
か
ら
、
ブ
ラ
ウ
ン
カ
ン

に
も
ど
っ
て
き
た
『
お
は
な
は
ん
』

こ
と
女
優
の
樫
山
文
枝
さ
ん
に
、
ケ

ー
ブ
ル
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
西
瀬
戸
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
高
畑
恵
子
さ
ん
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は

N
H
K
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
か

ら
発
行
さ
れ
て
い
る

C
A
T
V
N
O

W
と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
す
。
当
時
を
ふ
り
返
っ
て
の
対
談

の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
畑
再
放
送
の

『
お
は
な
は
ん
』

は
ご
覧
に
な
っ
て
ま
す
か
。

樫
山
全
部
ビ
デ
オ
に
撮

っ
て
お
り

ま
す
。

j
i
-
-
-な
か
な
か
テ
レ
ビ
の

前
に
座
る
時
聞
は
な
い
で
す
ね
。
皆

さ
ん
も
お
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
よ
く
一
年
間
も
見
続
け
て
く
だ

さ
っ
た
も
の
だ
と
、
も
う
有
難
く
な

り
ま
す
ね
。

(
中
略
)

高
畑
『
お
は
な
は
ん
』
の
ロ
ケ
の

時
は
、
五
日
間
ほ
ど
だ
と
聞
い
て
お

i之り
ま
す
が
。

樫
山
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
し

ら
。
よ
く
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
よ

ね
(
笑
)
。
何
度
か
行
っ
た
と
思
う

の
で
す
が
。

一
週
間
な
ん
で
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
も
う

随
分
昔
の
こ
と
で
す
か
ら
、
な
に
せ

(
笑
)
。
(
中
略
)

高
畑
一
番
思
い
出
に
残

っ
て
い
る

ことは・・・・・・・・・。

樫
山
初
め
て
サ
イ
ン
を
し
た
と
こ

ろ
が
消
防
署
の
角
だ
っ
た
と
か
(
笑
)
。

追

っ
か
け
て
来
て
く
、
だ
さ
い
ま
し
て

ね
。
下
手
く
そ
な
字
で
書
い
た
の
を

山
見
え
て
い
ま
す
。

(
中
略
)

樫
山

j

i
---
あ
ん
な
に
沢
山
の
方

に
見
て
い
た
だ
く
と
か
、
あ
れ
ほ
ど

愛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か

起
き
な
い
も
の
で
す
。
『
お
は
な
は

ん
』
が
作
ら
れ
る
場
に
居
合
わ
せ
た

と
い
う
こ
と
は
、
大
変
幸
運
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

7 
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水道メータは、みなさんの家庭で使用された水の量を正確に記録し、

水道料金を計算する大切な働きをしています。そして、水道課と家庭

を結ぶ窓口にもなっています。

水道メータは、いつも正しい検針ができるよう、見やすく清潔にし

ておいてください。

-犬は放し飼いにせず、出入口やメー
タボックスから離してつないでおい

てください。

-メータボックスの上に物を置かない
でください。

、， n L必ぞず・メータボックスの中は、いつもきれ
一…
-:- "且且4 いにしておいてください。

-家の質量改築などで、水道メータが床
下や屋内にならないように、検針し
やすい場所に移してください。
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" 叫
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叫
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M 
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" 守帆
" ・A
W 
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" 杭

叫
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M 

" 訓

" 品
川
μ 
恥

M 

.‘A 
" 納

" 、へ
μ 
.山

町

" 的
M 
凶

よ 食主
一 川

フベ手
気残 2
をし f
つを 3
け羽ドを

‘y、

ま 7J'( :~: 
仰

し に主
‘、

よ j荒:r.
うさ :i:
。 ヵ:~:

~ 、、
しミ :!: 

環
境
は

人
ひ
と
り
の
心
が
け
か
ら

私
た
ち
人
聞
は
、
地
球
や
地
域
の

生
態
系
の

一
員
と
し
て
、
自
然
と
共

存
共
栄
を
め
ざ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

快
適
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
、

住
み
よ
い
環
境
に
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
、
ま
た

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
河
川
の
水
質
汚
濁
は
家
庭
か
ら
の

生
活
排
水
が
一
番
の
原
因
で
す
。

V
台
所
に
は
、
目
の
細
か
い

三
角

コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
は
使
い
古
し

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
調
理
く
ず
、

O
公
共
用
地
(
道
路
、
公
固
な
ど

V
廃
油
は
、
捨
て
な
い
で
、
石
け

ん
の
原
料
と
し
て
再
利
用
し
ま

し
ょ
弓
ノ
。

No.180 

解

放

の

日

を

魚

沼

、

マ

叫

ん

ぽ

か

ん

か

つ

ど

う

O
解
放
運
動
の
拠
点
・
隣
保
館
活
動

z鴻
向
精
湖
は
、
対
象
崎
峨
及
川
況
の

周
辺
地
域
の
人
々
の
理
解
と
信
頼
の

か
ぐ
し
均
そ
う-
H
~ん
じ

さ

A

今

も
と
に
、
生
活
上
の
各
種
相
談
事
業

し
ぜ

か
い

ふ
〈

し

ほ

け

ん

え

い

ぜ

い

法
は
代
め
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生

等
に
関
す
る
事
業
の
ほ
か
、
解
放
の

拠
点
と
し
て
、
同
訓
問
題
の
早
期
解

決
の
た
め
の
総
合
的
な
各
種
事
業
を

け

ん

ぜ

つ

ひ

お

よ

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
建
設
費
及

、
心
漣
営
費
に
つ
い
て
は
い
ん
拝
生
省
的

補
助
を
受
け
て
お
り
、
館
長
・
指
導

職
員
等
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「部
落
差
別
の
苦
し
み
は
、
我
々

に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
わ
か

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
勇
気
を
も
っ

て
語
り

γ
洋
、的
治
ヤ
フ
。
」
と
、
隣

保
館
の
各
種
学
級
に
進
ん
で
参
加
し

今
は
、
も
う
流
れ
を
変
え
速
度
を
増

ゃ
く
し
ん

し
、
大
き
く
躍
進
し
て
い
ま
す
。

什
親
の
願
い
・

子
供
の
願
い

対
象
地
域
の
父
母
に
と

っ
て
、
最

し

ん

ろ

も
大
き
い
願
い
に
、
子
供
の
進
路
の

も
ん
だ
い

問
題
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
が
子
に
は
学
力
を
つ
け
、
せ
め

し
ん
が
〈

て
高
校
へ
は
、
進
学
さ
せ
た
い
。」

の
う

り

ょ

〈

&

人

「
本
人
に
能
力
さ
え
あ
れ
ば
、
何
と

か
し
て
大
学
ま
で
進
学
さ
せ
た
い
。
」

子
を
持
つ
親
の
願
い
と
し
て
、
当

ぜ

ん

と

〈

然
の
こ
と
で
す
が
、
特
に
、
過
去
、

き

か

い

き

ん

と

ヲ

U
A
W
う
A

ん

ほ

し

L

ラ

教
育
の
機
会
均
等
を
十
分
保
障
さ
れ

て
い
な
か

っ
仇
調
達
に
と

っ
て
は
、

こ
の
願
い
は
格
別
別
で
す
。

-

学
校
教
育
の
場
で
、
個
々
の
子
供

8 

人
権
と
同
和
教
育

か

の

う

せ

い

し

命

号

A

ん

の

の
可
能
性
が
十
分
伸
ば
さ
れ
る
よ
う

な
撤
清
内
諸
の
充
実
や
、
教
育
条
件

の
整
備
に
努
め
、
こ
の
親
た
ち
の
願

こ
た

い
と
&

つ
づ

い
に
応
え
る
営
み
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

い
ー
は
う

さ
&
ろ
せ
L

し

さ

〈

ゅ

う

の

う

一
方
行
政
施
策
と
し
て
は
、
有
能

な
人
材
の
育
成
を
図
り
、
対
象
地
域

し
吻
っ
し
ん
し
J

品

〈

し

ぞ

う

し

ん

き

ょ

出
身
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

た
め
の
、
犬
山
一子
・
高
校
等
の
就
学
奨

励
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に

よ
り
、
対
象
地
域
の
子
供
た
ち
の
進

勺

ヨ

じ
今

ゅ
う

し

向

う

じ

ん

さ

い

お

お

学
率
が
向
上
し
、
優
秀
な
人
材
が
多

く
育

っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
、
こ
の
事
業
は

た

い

よ

せ

い

へ

ん

ニ

う

一

し

ん

貸
与
制
に
変
更
さ
れ
た
た
め
に
、
進

ろ

ほ

し

ょ

う

め

ん

え

い

昔

L

う

路
保
障
の
面
で
大
き
な
影
響
が
出
で

き
て
い
ま
す
。

き

ん

ね

ん

け

い

ざ

い

λ

特
に
、
近
年
の
経
済
不
況
に
よ
っ

け
い
ぜ
い

き

ば

ん

よ

わ

て
、
経
済
基
盤
ゆ
弱
い
対
象
地
域
は

大
き
な
痛
手
を
受
け
、
生
活
や
教
育

へ
の
し
わ
ょ
せ
が
著
し
い
の
で
す
。

が

〈

き

ん

た

い

よ

ぜ

い

そ
め
上
に
J

奨
学
金
貸
与
制
へ
の
切

り
替
え
が
重
な
り
、
「
教
育
の
機
会

き
ん
と
う

均
等
」
が
保
障
さ
れ
な
い
と
い
う
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を

み

η

見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。



‘8月25日(水)
大洲の秋の味覚

日行われだ初煮会lに己引l悶3、関係者Lう60人n参加しまレだ。
名月をめでちnLうのいちだきro:10月下旬ぎで楽じめます。
詳レくro:観光協会(fi'⑪2664)示で

樹、/
一
の
ス
高

A

リ
ヂ
流
一
つ
洲

T

一
却
下
つ
大

p
o

vれ
橋
。
、
中
定

一
さ
川
だ
思
東
レ

ヌ
催
肱
レ
仏
洲
で

打
開
門
つ
ま
一
大

A

岡
市
げ
介
い
子
、
中

間
洲
会
橋
競
勝

A
東

8
大
大
成
さ
優
部
洲

月
回
伝
大
技
の
一
大

8
4
駅
が
で
と
ヌ

4

司
第
ヴ
仏
間
ご
内

A

8月9日(月)砂
県内の産業経済の発展!こ寄与
す3産業 ・文化活動i之助成さ
行つでい~(財)愛媛銀行ß\~
さと振興基金h"う大洲市観光
協会ヘ寄付げあし/ぎレ定。

8月17日(火)砂
大洲夏季大学n大洲市民会館で開催さ
れましだ。今年ro:作家の藤本義ーさん

げ「怠!こよりち、やつはCJ人間no1-c
レ3L¥Jと題しで講演じまレだ。

，.. 8月21日(土)
大洲喜多建設業協会青年部の皆ざん

げ、市道大洲徳森線の清掃奉仕さ行

いましだ。皆さんご苦労さまでレだ。

‘8月21日(士)
大洲プラス?ンザンブんの第

1固定期演奏会n開h'れまじ
だ。ホ/レストの組曲 「惑星」

ちどの r~h'映画音楽、大洲音
頭ちどの演奏さ 600人の聴衆
n楽しみまレだ。
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ハローワーク大洲からのお知らせ

高年齢者雇用促進

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

月間です
労働保険適用促進

10月は

八
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

西

大

洲

上

甲

俊

行

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協

・
平
野
遺

族

会

へ

)

平

野

町

清

水

隆

徳

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
上

鶴
寿
会
・
市
社
協
へ
)

平

野

町

白

石

一
郎

金

一
封
(
若
宮
長
寿
会
・
若
宮
天
寿

会

へ

)

若

宮

木

村

文

昭

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

久

保

喜

一

事
業
主
の
皆
さ
ん
、

力
く
だ
さ
い
。

次
の
点
に
ご
協

〈高
齢
者
の
人
を
一
人
で
も
多
く

雇
用
し
ま
し
ょ
う
〉

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

高
齢
者
の
人
を
安
定
所
の
紹
介
で
雇

用
さ
れ
た
場
合
は
、
助
成
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
ご
活
用
く
、
だ
さ
い
。

〈
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
〉

従
業
員
を

一
人
で
も
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
労
働
保
険
(
一雇
用
保
険
+
労

災
保
険
)
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
だ
加
入
さ
れ
て
な
い
事
業
主
の
人

は、

A
7
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲
(
大

洲
公
共
職
業
安
定
所
)
包
⑪
3
1
9
ー

ま
で金

一
封
(
朝
日
祭
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
を
菅
田
地
区
社
協

へ

)

菅

田

町

藤

原

誠

治

・

山

下

誠
二

・
高
崎
至
・
桜
田
愛
・
岡
本

正
日
作あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

共
同

，募力金
-‘泳
、ー

最
低
賃
金
改
正
の

お

知

ら

せ

V
愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
決
定
し
、

十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し

宇
品
1
レ
h
~

。

V

こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月

一
日
以
降

従
業
員
に
支
払
う
賃
金
は
、

一
目、

四
千
二
百
八
十
三
円
(
一
時
間
五
百

三
十
六
円
)
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

V
詳
わ
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
先

O
愛
媛
労
働
基
準
局
賃
金
課

8
0
8
9
9
⑫
2
1
0
1
 

0
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

8
0
8
9
4
⑫
1
7
5
0
 

今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

十
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
募
金
で

寄
せ
ら
れ
た
お
金
は
、
民
間
の
社
会
福

祉
団
体
や
社
会
福
祉
施
設
の
充
実
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
の
混
か
い
善
意
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
共
同
募
金
委
員
会

図書館

新
刊
図
書
案
内

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

一
覧
表

愛
媛
県
教
育
委
員
会
編

愛
媛
の
文
化
財

第
M
M
回
愛
媛
県
統
計
年
鑑
愛
媛
県
編

愛
媛
学
の
す
す
め

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
編

環
境
白
書
平
成
4
年

版

愛

媛

県

編

愛

媛

の

慰

霊

碑

愛

媛

友

愛

会

編

尾

崎

星

山

伝

山

上

次

郎

著

花

機

阪

本

謙

二
著

遺

歌

集

野

蓄

被

西

国

弥

市

著

合
同
歌
集
一
人
静
続
工
藤
登
喜
子
編

春

の

コ

ス

モ

ス

山

下

秀

子

著

忘
れ
か
け
た
句
集
た
ち
田
中
修
次
著

ル
ソ
ン
島
敗
残
実
記
矢
野
正
美
著

平
成
4
年
分
路
線
価
図
3

愛
媛
県

高
松
国
税
局

温

古

復

刊

日

号

大

洲

史

談

会

長

浜

史

談

口

号

久

保

七

郎

編

登

校

苦

悶

(

症

)

沢

井

稔

編

通
り
抜
け
の
八
重
桜
大
蔵
省
造
幣
局

わ
が
国
の
道
路
平
成
4
年
版

わ
が
国
の
道
路
社

杉
田
久
女
遺
墨
(
続
)
石
昌
子
編

ふ

る

さ

と

空

の

旅

愛

媛

新

聞

社

み
ん
な
自
分
が
わ
か
ら
な
い

ビ
ー
ト
た
け
し
著

中
谷
彰
宏
の
情
報
塾
中
谷
彰
宏
著

超
能
力
は
は
た
し
て
あ
る
か大
槻
義
彦
著

臨
死
体
験

B
・
ハ
リ
ス
・
他
著

強

運

深

見

青

山

著

中

国

・

四

国

の

山

山

と

渓

谷

社

中
国
人
は
や
っ
ぱ
り
偉
い
塩
田
丸
男
編

殺
裁
と
絶
望
の
大
地
落
合
信
彦
著

看
護
婦
の
現
場
か
ら
向
井
承
子
著

ミ

ド

ル

の

運

転

術

岡

崎

宏

司

著

10 

腸
内
細
菌
の
ふ
し
ぎ
な
話
藤
井
護
郎
著

続
病
院
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と山
崎
章
郎
著

肥

満

は

万

病

の

も

と

木

村

裕

著

食
べ
で
効
く
簡
単
中
華
メ
ニ
ュ
ー
健
康

法

飛

石

な

ぎ

さ

著

森
が
消
え
れ
ば
海
も
死
ぬ
松
永
勝
彦
著

身
近
か
な
野
草
を
鉢
植
え
に
西
山
伊
三
郎
著

犬
に
愛
さ
れ
る
生
き
方
沼
田
陽

一
著

酒
と
演
歌
と
男
と
女
猪
俣
公
章
著

ス
ポ
ー
ツ
が
世
界
を
つ
な
ぐ
荻
村
伊
智
朗
著

武

田

修

宏

吹

上

流

一

郎

著

頭

の

体

操

日

集

多

湖

輝

著

言

葉

の

魔

力

平

川

潔
著

グ
リ
ム
童
話
の
ふ
る
さ
と
を
行
く

若
月
伸

一
著

溢

津

龍

彦

種

村

季

弘

著

龍
馬
伝
決
死
篇
っ
か
こ
う
へ
い
著

湖
水
の
疾
風
上
・
下
童
門
冬
二
著

中

国

の

鳥

人

椎

名

誠

著

天

の

調

べ

芹

沢

光

治

良

著

マ
l
ク

ス

の

山

高

村

薫

著

独
眼
竜
野
望
の
殺
人
中
津
文
彦
著

プ

ロ

の

顔

甘

井

益

子

著

ザ
・
プ
リ
テ
ィ
・
ボ
ー
イ
落
合
信
彦
著

否

認

堀

田

力

著

青

春

牡

丹

燈

籍

唐

十

郎

著

開

国

津

本

陽

著

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
心
中
海
岸
赤
川
次
郎
著

赤

ち

ゃ

ん

が

来

た

石

坂

啓

著

賢
い
女
は
結
婚
上
手
水
野
麻
里
著

復
讐
の
よ
う
な
愛
が
し
て
み
た
い

森

謡

子

著

森
本
毅
郎
著

上
前
淳
一
郎
著

怒
り
の
正
論

読
む
ク
ス
リ
日

図

書

鑓



(有)いの水道設備

ft24-2216 

大塚鉄工所

ft25-0300 

内田電気水道設備

合 25-2858

神南 設備

ft25-4684 

(有)オクダ言生 f結
ft24-3674 

久保鉄工所

ft26-0537 
神田 鉄工所

ft24-4122 
(有)アサノ設備

ft24-0783 
城戸電業社

ft25-2944 
佐藤水道庖

ft24-4410 

土居鉄工所側

ft24-4519 

浜 f主設備
ft25-4645 
南予水道住設 (有)

ft25-1350 

滝田水道庖

ft25-0901 
(有)星加水道設備

ft 2 6ー o0 2 0 
中野 管工事工業

ft24-3792 
徳森設備

ft25-4023 

西国水道庖

ft26-0265 

(有) 丸電工業

まま24-5351

淳 山水道工 事庖

まま 24-2583

三原設 備

合 24-3783

伊 予屋住設

ft24-2541 

公
図
の
閲
覧
げ

有
料
氾
ち
り
ま
す

不
動
産
登
記
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、

十
月

一
日
か
ら
地
図
に
準
ず
る
図
画

(
公
図
)
の
閲
覧
に
は
手
数
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
国
の
基
準
点
(
三
角
点
)

を
基
準
と
し
て
境
界
を
測
量
し
た
地
図

が
備
え
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
位
置
、
形
状
、
地
番
を
示

す
唯

一
の
公
的
資
料
が
公
図
で
す
。
公

図
は
、
こ
れ
ま
で
事
実
上
登
記
所
に
保

管
さ
れ

一
般
の
閲
覧
に
供
さ
れ
な
が
ら

法
律
上
の
根
拠
を
欠
い
で
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
、
法
律
上
の
根
拠
を
も

つ
こ
と
と
な
り
誰
で
も
、
手
数
料
(
一

枚
四
百
円
)
を
納
付
し
て
そ
の
閲
覧
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支

局

念

⑪

4
1
5
5
ま
で
。

10月3日(日)

職
場
に
介
護
休
業
制
度
き

高
齢
化
、
核
家
族
化
を
背
景
と
し
て
、

介
護
の
問
題
が
社
会
的
に
大
き
な
関
心

水道業者の

漏水当番

10月 2日(土)

を
集
め
て
い
ま
す
。

働
く
人
が
、
雇
用
を
継
続
し
つ
つ
、

自
ら
家
族
の
介
護
が
行
え
る
よ
う
、
企

業
に
お
け
る
介
護
休
業
制
度
な
ど
の
整

備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
介
護
に
関
す
る
企
業

内
福
祉
制
度
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

「
介
護
休
業
制
度
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
企
業
が
最
底
限
導
入

す
べ
き
制
度
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の

で
す
。
介
護
休
業
制
度
は
、
企
業
に
と
っ
て

は
人
材
確
保
の
効
果
を
も
た
ら
し
、
労

働
者
に
と

っ
て
は
家
庭
生
活
と
職
業
生

活
の
両
面
が
図
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を

支
え
て
い
く
上
で
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な

制
度
で
す
。

介
護
休
業
制
度
の
内
容
及
び
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
婦
人
少
年

室
(
松
山
市
辻
町
二
|
三
十
六

2
0
8

9
9
⑪

6
7
7
1
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10月 9日位)

10月10日(日)

10月11日(月)

十
月
限
郵
便
貯
金
月
間
で
す

郵
政
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
郵
便

貯
金
月
間
」
と
定
め
、

P
R
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
は
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
入
賞
発
表
を
行
う
ほ
か
、

全
国
各
地
の
郵
便
局
で
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
、
創
業
以
来
身
近
な
貯

蓄
手
段
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
健

全
な
資
産
形
成
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た

大
切
な
お
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の

主
要
な
原
資
と
し
て
、
園、

地
方
公
共

団
体
、
公
庫
、
公
固
な
ど
各
方
面
に
融

資
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
係
の

深
い
住
宅
や
学
校
の
建
設
、
道
路
、
水

道
、
公
園
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
の
た

め
に
活
用
さ
れ
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
豊

か
な
社
会
守
つ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
郵
便
局
⑫
2
3
4
0
ま
で
。

10月16日臼オ

10月17日(日)

10月23日仕j

10月24日(日)

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ワ
子
、
/
の

投
与
に
つ
い
て

小
児
マ
ヒ
予
防
の
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
該
当
者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

該
当
者

(次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
)

{
一
回

目

}

平

成

五

年
二
月

一
日

1

平
成
五
年
六
月
三
十
日

【二
回
目
}
平
成
四
年
七
月

一
日

1

平
成
五
年

一
月
三
十

一
日

【
追
加
者
】
生
後
三
ヵ

月
か
ら
四
十

八
ヵ
月
の
乳
幼
児
で
、

今
ま
で
に

二
回
服
用
で

き
な
か

っ
た
人

十
月
八
日
幽
連
絡
所
管
内

の
人

十
月
十
三
日
附
肱
南
、
久
米
、

肱
北
、
喜
多

平
地
区
の
人

日
時
叩
分

l
u
時

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

母
子
手
帳
、
問
診
票
一

(問
診

票
一
の
な
い
人
は
印
鑑
)

無
料

実
施
日

時

間

場

所

持
参
品

幸司

金

10月30日仕)

詳しくは水道課ま で

まま24-2111(内線 377)

10月31日(日)

大
洲
市
議
会
千

l
仏
げ

優
勝
し
ま
じ
だ

愛
媛
県
下
市
議
会
議
員
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
八
月
六
日
制
に
徳
森

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

に
は
北
条
以
西
の
六
市
が
参
加
し
、
熱

戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
、

大
洲
市
議
会
チ

l
ム
が
他
の
五
市
を
制

し、

二
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し
た
。

8月末までの

大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

イ牛 数 163 148 

負傷者 218 207 

死 者 3 3 
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相
談
ご
と
案
内

一同
一
n
U

一
1
一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

mm
一
利
用
く
だ
さ

い。

r

一

【
交
通
事
故
相
談
}

河

一
日
時

叩
月
8
日
幽

叩
時

1
日
時

士。

一

叩
月
ぬ
日
制

叩
時

1
日
時

、、.J
一

一

一

44-

I
I

一

?
14

一

一

i

一6
一
場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

十
報

一

{
人
権
相
談
}

一
広

一
日
時
叩
月
日
日
幽

叩
時

1
日
時

「
l
L
場
所

柳

沢

連

絡
所

日

時

叩

月

却

日

凶

日

時

1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相

談

第

二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

含
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

i
u
時
、
日
時
l
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

{
行
政
相
談
】

日
時
叩
月
初
日
附

9
時

l
u
時

場

所

市

役

所

三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
含
⑪
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
包
⑪
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日

時

叩

月

5
日

ω、
初
日
制

O
土
寸

1
6
寺

t
E
A

n
H
M

唱
E
EA

門"“

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山

西
社
会
保
険
事
務
所

{
何
で
も
相
談
】

日

時

毎

日

の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
⑫
0
9
4
7

{
不
動
産
無
料
相
談
}

日
時
叩
月
日
日
幽

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
、
制
フ
ヂ
エ
ダ

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日

時

毎

日

の
執
務
時
間
中

ま

や

ら

ピ

2

8
@
7
3
シ
叫

{
定
期
税
務
相
談
}

日

時

叩

月

8
日

幽

叩

時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

実施日 該当者

10月 5日伏) 平成 5年 5月生※
10月12日伏) 平成 5年 2月生※

10月14日(木) 平成 4年 3月生
10月19日仇) 平成 4年11月生※

10月26日伏) 平成 2年 9月生
※は肱南・久米 ・肱北・ 喜多・平

地 区のみ

受付時間 13時 -13時30分

実施場所大洲保健センター

持参品母子健康手帳

10月12日は育児相談だけです。

ft24-3??5 

.健康相談.
日日寺 10月13日(水)
9 時30分 -12時、 13日寺-15日寺

場所市役所2階会議室

日日寺 10月28日(木)

13時 -15時(栄養相談あり)

場所 大洲市保健センター

ft24-3756 

大洲中央病院(東大洲)

|休日|急|患|診|療|

祖母井医院(中村)

(日)

10月3日

担
当

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

献
血
の
お
知
ら
せ

ft24-4551 

沢井耳医院(中村)

ft24-2510 

10月10日

(日)

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実

施

日

叩

月

7
日
附

場

所

時

間

く
み
あ
い
食
品

9
時
却
八万

i
u
時

市
立
大
洲
病
院

日
時

i
M
時

日
月
幻
日
附

丸
三
産
業

9
時
却
八
刀

i
u
時

喜
多
医
師

会

病

院

日

時

l
M
時

日
月
辺
日
倒

.成人病・結核検診.

実施日 場所

10月 6日(羽 市民会館

10月20日例。 }
}保{建センタ-

10月21日(木)
10月27日(羽 田処分館

10月28日(木) 柳沢連絡所

10月29日働 南久米連絡所

受付時間 9時30分 -11日寺

13時 -15時

女性及び40歳以上の男性対象者

大洲中央病院(東大洲)

沢井小医院(中村)

ft24-7530 

市立大洲病院(鉄砲町)

ft24-4551 

10月11日

(日)

大
洲
市
役
所

歯

ft24-2151 

亀井小医院(東大洲)

大洲中央病院(東大洲)

合 24-3757

10月17日

)
 
円口(
 

O
土
寸

1
7
寺

唱
E
4
門

H

μ

1

E
4

n
HM

科

圭ハ
白米

キ目

実

施

日

内

容

叩
月
初
日
附

成

人

歯

科
相
談

叩
月
幻
日
附

乳

幼

児

歯

科

相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
を
・
お
願
い
し
ま
す
。

含
⑪
3
1
6
5

お
お
ず
赤
煉
函
館
ご
案
内

V
第
三
回
大
洲
市
職
員
文
化
展

4・胃及び大腸がん検診4・
実施日 場所

10月 6日(水) 市民会館

10月 7日(木) 三善連絡所

10月13日(制 上須戒連絡所

10月15日制 八多喜連絡所

10月20日(水)
10月21日(木)} 

10月22日(鉛

イ呆{建セ ンター

蔵 川 (基幹集落セ

ンター

10月26日伏) 大川連絡所

10月28日(木) 相Pi'尺i重車各戸斤
受付時間 8時 -10時

キ食言念事斗 胃がん杉E診 900円
大腸がん検診 400円

対象者 40歳以上の人

※大腸がん検診は申込みが必要

ft24-4551 

12 

松尾産婦医院(中村)

大洲中央病院(東大洲)

大洲中央病院(東大洲)

池田j必医院(東大洲)

合 24-3100

ft24-5803 

ft24-4551 

ft24-4551 

10月24日

円口(
 

10月31日

(日)

可F

10 93 10 
月年月
10カ l
日レ日
(日)ン(鉛
1ダ 1
10 I 10 
月美月
28 1柑 7
日画日
(村 展 (木)

{お
詫
び
と
訂
正
}

九
月
号
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

市
立
幼
稚
園
4
歳
児
募
集
記
事
の
中
で

満
四
歳
児
を
平
成
二
年
四
月
二
日

1
平

成
三
年
四
月

一
日
の
聞
に
生
ま
れ
た
人

と
紹
介
し
た
の
は
、

平
成
元
年
四
月
二

日
1
平
成
二
年
四
月
一
日
の
聞
に
生
ま

れ
た
人
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
の
う
え

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

.婦人がん検診.

実施日 場所

10月 6日(羽 市民会館

10月 7日(木) 三善連絡所

10月20日(水)¥ 

10月21日(木)
受付時間 13時 -13時30分

検診料子宮がん検診 700円

乳がん検診 200円

30歳以上の女性

保健セ ンター

対象者
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